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はじめに

このマニュアルでは、Sun Fire™ 15K/12K システムを設置する前に、サイトを準備
するためのガイドラインおよびチェックリストを提供します。また、新しいシステム
の制御環境の設定および計画に必要な情報についても説明します。この情報は、導入
計画の過程で役立ちます。導入計画に必要な環境および電源仕様のほかに、システム
要件を算出するためのワークシートが提供されています。

マニュアルの構成
第 1 章では、推奨ネットワーク構成およびサイト計画の設定に関するワークシートを
提供します。

第 2 章では、基本的なコンピュータルームの配置および冷却要件について説明しま
す。

第 3 章では、Sun Fire 15K/12K システムの設備の電源要件について説明します。電
源ケーブル要件のワークシートおよびシステムの電源接続図が記載されています。

第 4 章では、ドメイン設定情報を含む、セキュリティーおよびネットワーク計画につ
いて説明します。

第 5 章では、サイト計画のチェックリストを提供します。
xi



関連マニュアル

Sun のオンラインマニュアル
ローカライズ版を含む Sun の各種マニュアルは、次の URL から表示、印刷、または
購入できます。

http://www.sun.com/documentation

技術サポート
このマニュアルに記載されていない技術的な問い合わせについては、次の URL にア
クセスしてください。

http://www.sun.com/service/contacting

用途 マニュアル名

保守 『Sun Fire 15K/12K システムはじめにお読みください』

保守 『Sun Fire 15K/12K システム概要』

保守 『Sun Fire 15K/12K システム開梱の手引き』

保守 『Sun Fire 15K/12K システムサイト計画の手引き』

保守 『Sun Fire 15K/12K システムハードウェアの設置と移動の手引き』

保守 『Sun Fire 15K/12K システムサービスマニュアル』

保守 『Sun Fire 15K/12K システムサービスリファレンスⅠ － 名称一覧』

保守 『Sun Fire 15K/12K システムサービスリファレンスⅡ － コンポーネントの番号』

保守 『Sun Fire 15K/12K システムキャリアプレートの構成』
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コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載してください。

『Sun Fire 15K/12K システムサイト計画の手引き』、Part No. 817-3201-12

米国の輸出規制法について
このマニュアルに記載されている製品および情報は、米国の輸出規制法に従うもので
あり、その他の国の輸出または輸入に関する法律が適用される場合もあります。核、
ミサイル、化学生物兵器、または核の海上での最終使用あるいは最終使用者は、直接
的または間接的にかかわらず厳重に禁止されています。米国の通商禁止対象国、また
は拒否された人物および特別認定国リストにかぎらず、米国の輸出禁止リストに指定
されている実体への輸出または再輸出は、厳重に禁止されています。予備の CPU の
使用または交換は、米国の輸出法に従って輸出された製品に対する CPU の修理また
は 1 対 1 の交換に制限されています。米国政府の許可なしに、製品のアップグレード
に CPU を使用することは、厳重に禁止されています。
はじめに xiii
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第 1 章

物理仕様

Sun Fire 15K/12K システムは、さまざまな環境要件の検討が必要です。システムを
設置する前に、図 1-1 のサイト準備手順の流れ図を検討して、必要な要件の評価を開
始します。

図 1-1 サイト準備手順

必要な電源ソケットの種類および

数を判定 ( 表 3-1 および表 3-2)

システムキャビネットの電源および

冷却要件を再確認し、冷却に必要な

熱量を判定 ( 表 2-2)

セールスエンジニ

アからシステム構

成を取得

必要なネットワークケーブルの種類および数を判定。

表 4-2 (4-2 ページの 4.2 セクション「システムの設定

情報」) を確認して、動的なシステムのドメイン情報

をすべて判定 

システムのスペースおよび配置要件を判定 
( 表 1-1、図 1-3、図 1-4、および図 1-5)

必要な変更をすべて予定し、

必要なハードウェアを取得

装置の到着を計画 (1-13 ページの 
1.6 セクション「運搬経路の計画」)

第 5 章「サイト計画チェックリスト」の

ワークシートおよびチェックリストの

すべてに記入および見直し

サイトの完成予定日およびシステムの

到着日に基づいて、設置日を予定

Sun の保守作業員は Installation Report を
記入し、電子メールで返送

http://esp.West.Sun.COM/
sunfire15k_hw_pubs/
02_Install_Report/
1-1



1.1 システムコンポーネント
Sun Fire 15K/12K システムは、ユーザーが指定した要件を満たすように設定された 2 
つ以上の冷却方式キャビネットで構成されます。最小構成では、システムキャビネッ
トを 1 つ使用します。キャビネットには、システムコンポーネントとユーザーが選択
した入出力拡張ラックが 1 台格納されます。
システムコンポーネントには、次のものがあります。
■ CPU ボード (最大 18 枚)
■ I/O ボード (1 枚以上、18 枚まで追加可能)、または I/O ボード 1 枚と I/O ボード

および MaxCPU ボードの組み合わせ (最大 17 枚)
■ Sun™ Fireplane interconnect
■ システムコントロール (SC) ボード (2 枚)
■ SC 周辺装置ボード (2 枚)
■ 電源および冷却サブシステム

注文されたシステムは、すべてのファントレーと電源装置および 2 つのシステムコン
トロールボード、2 つの SC 周辺装置ボードで構成されています。プロセッサおよび 
I/O ボードは、ユーザー固有のシステム要件に合わせて注文されます。

複数のキャビネット構成 (図 1-2) では、ユーザーが選択した追加の入出力拡張ラック
が、入出力ケーブル (ユーザー指定の長さ) で配線されます。ユーザーが選択した入
出力拡張ラックには、追加の入出力ディスクまたはテープサブシステムを格納しま
す。また、各入出力拡張ラックには、入出力サブシステムを併用するための AC 配電
サブシステムも収納します。

第 2 章の環境仕様を満たす限り、複数のキャビネットを並列に設置できます。

空間および冷却、電源要件を判定する場合は、使用するシステムおよび入出力コン
ポーネントを確認します。Sun Fire 15K/12K システム用にサイトの準備を始めるた
めに、使用している構成を表 2-3 のワークシートに記録してください。

システムキャビネットは、システム構成の任意の位置に配置できます。

入出力ケーブルの長さの要件を満たす場合は、ユーザーが選択した入出力拡張ラック
を追加して使用することもできます。

注 – システムの重量を、上げ床に設置した場合と建物に直接設置した場合の両方で
見積もってください (1-10 ページの「上げ床への設置」を参照)。Sun Fire 15K システ
ムのキャビネットは、3 インチのキャスターに対して 285.6 kg (628.4 ポンド) の集中
荷重 (一般的な鉄筋構造で建造される、典型的なコンピュータルームの上げ床の許容
荷重の範囲内) があります。Sun Fire 12K システムのキャビネットは、249.0 kg 
(547.9 ポンド) の集中荷重があります。
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図 1-2 Sun Fire 15K/12K システムキャビネットの構成例

構成例 A － 上から見た図

構成例 B － 上から見た図

構成例 C － 上から見た図
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1.2 システムキャビネットの物理仕様
表 1-1 に、Sun Fire 15K/12K システムの物理仕様を示します。表 1-2 を参考にして、
さまざまなコンポーネントが追加された状態のシステムの重量を算出します。  

表 1-1 システムキャビネットの物理仕様

特性 Sun Fire 15K システムの
キャビネット

Sun Fire 12K システムの
キャビネット

出荷時の高さ

出荷時の幅

出荷時の奥行

203.2 cm (80.0 インチ)
121.9 cm (48.0 インチ)
191.8 cm (75.5 インチ)

203.2 cm (80.0 インチ)
121.9 cm (48.0 インチ)
191.8 cm (75.5 インチ)

出荷時の重量 (最大)
キャビネット

15K : 1,142.6 kg (2,513.7 ポンド)
12K : 996.1 kg (2,191.5 ポンド)

出荷キット、36.4 kg (80.0 ポンド)
パレット、165.9 kg (365.0 ポンド)

1,344.9 kg (2,958.7 ポンド) 1,198.4 kg (2,636.5 ポンド)

高さ 191.8 cm (75.5 インチ) 191.8 cm (75.5 インチ)

幅 (パネルを含む) 84.6 cm (33.3 インチ) 84.6 cm (33.3 インチ)

幅 (パネルを含まない) 81.3 cm (32.0 インチ) 81.3 cm (32.0 インチ)

奥行 (ドアを含む) 163.8 cm (64.5 インチ) 163.8 cm (64.5 インチ)

奥行 (ドアを含まない) 142.9 cm (56.25 インチ) 142.9 cm (56.25 インチ)

奥行 (ドアヒンジを含み、ドアを含まない) 155.0 cm (61.0 インチ) 155.0 cm (61.0 インチ)

重量 (最大) 1,142.6 kg (2,513.7 ポンド) 996.1 kg (2,191.5 ポンド)

正面および背面に必要なスペース (図 1-6) 11.8 cm (44.0 インチ)
55.9 cm (22.0 インチ) 以上

11.8 cm (44.0 インチ)
55.9 cm (22.0 インチ) 以上
1-4 Sun Fire 15K/12K システムサイト計画の手引き • 2007 年 3 月



表 1-2 コンポーネントによるシステム重量のワークシート

システムコンポーネント 数量 単一重量 総重量 購入数 Sun Fire 15K 
システムの
予測実重量

Sun Fire 12K 
システムの
予測実重量

基本システムキャビネット 
(電源モジュール、電源センター
プレーン、ファンバック
プレーン、ケーブル、
側面パネル、キックプレート、
EMI フィルタ、エアフィルタ、
FrameManager と拡張部品/上部
キャップと拡張部品など)

1× 356.8 kg 
(785.0 ポンド)

= 356.8 kg 
(785.0 ポンド)

356.8 kg
(785.0 ポンド)

356.8 kg
(785.0 ポンド)

ドア (正面右側、
トルクドライバを含む)

1× 9.3 kg 
(20.5 ポンド)

= 9.3 kg 
(20.5 ポンド)

9.3 kg 
(20.5 ポンド)

9.3 kg 
(20.5 ポンド)

ドア (正面左側) 1× 13.2 kg 
(29.0 ポンド)

= 13.2 kg 
(29.0 ポンド)

13.2 kg 
(29.0 ポンド)

13.2 kg 
(29.0 ポンド)

ドア (背面右側) 1× 6.4 kg 
(14.0 ポンド)

= 6.4 kg 
(14.0 ポンド)

6.4 kg 
(14.0 ポンド)

6.4 kg 
(14.0 ポンド)

ドア (背面左側) 1× 8.0 kg 
(17.5 ポンド)

= 8.0 kg 
(17.5 ポンド)

8.0 kg 
(17.5 ポンド)

8.0 kg 
(17.5 ポンド)

電源装置 6× 19.2 kg 
(42.2 ポンド)

= 115.1 kg 
(253.2 ポンド)

115.1 kg 
(253.2 ポンド)

115.1 kg 
(253.2 ポンド)

ファントレー 8× 11.0 kg 
(24.0 ポンド)

= 87.3 kg 
(192.0 ポンド)

87.3 kg 
(192.0 ポンド)

87.3 kg 
(192.0 ポンド)

Sun Fireplane interconnect 1× 13.7 kg 
(30.1 ポンド)

= 13.7 kg 
(30.1 ポンド)

13.7 kg 
(30.1 ポンド)

13.7 kg 
(30.1 ポンド)

センタープレーンサポート
ボード

2× 2.4 kg 
(5.2 ポンド)

= 4.7 kg 
(10.4 ポンド)

4.7 kg 
(10.4 ポンド)

4.7 kg 
(10.4 ポンド)

センタープレーンサポート
ボードキャリアプレート

2× 8.6 kg 
(19.0 ポンド)

= 17.3 kg 
(38.0 ポンド)

17.3 kg 
(38.0 ポンド)

17.3 kg 
(38.0 ポンド)

システムコントロールボード 2× 6.4 kg 
(14.0 ポンド)

= 12.7 kg
(28.0 ポンド)

12.7 kg 
(28.0 ポンド)

12.7 kg 
(28.0 ポンド)

システムコントロール周辺装置
ボード

2× 7.5 kg 
(16.5 ポンド)

= 15.0 kg 
(33.0 ポンド)

15.0 kg 
(33.0 ポンド)

15.0 kg 
(33.0 ポンド)

拡張キャリアプレート (14) 14× 5.5 kg 
(12.0 ポンド)

= 76.4 kg 
(168.0 ポンド)

76.4 kg 
(168.0 ポンド)

76.4 kg 
(168.0 ポンド)

拡張キャリアプレート、中央 (4) 4× 6.6 kg 
(14.5 ポンド)

= 26.4 kg 
(58.0 ポンド)

26.4 kg 
(58.0 ポンド)

26.4 kg 
(58.0 ポンド)

拡張キャリアプレート (エアダム
付き)、中央 (4)

4× 7.1 kg 
(15.7 ポンド)

= 28.6 kg 
(62.8 ポンド)

× ___ = _____________
_______

_____________
_______
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図 1-3 に、Sun Fire 15K/12K システムキャビネットの梱包箱の寸法を示します。

図 1-4 に、Sun Fire 15K/12K システムキャビネットの寸法を示します。

注 – ご使用の構成によって、一部のコンポーネントの重量がわずかに異なる場合が
あります。

CPU ボード 1× 9.3 kg 
(20.5 ポンド)

= 9.3 kg 
(20.5 ポンド)

× ___ = _____________
_______

_____________
_______

拡張ボード 
(15K システムでは最大 18 枚)
(12K システムでは最大 9 枚)

1× 2.7 kg 
(6.0 ポンド)

= 2.7 kg 
(6.0 ポンド)

× ___ = _____________
_______

_____________
_______

オプション :
hsPCI/hsPCI+ 部品とカセット
4 つ

1× 8.9 kg 
(19.5 ポンド)

= 8.9 kg 
(19.5 ポンド)

× ___ = _____________
_______

_____________
_______

hsPCI 部品と起動ディスク 1× 9.1 kg 
(20.0 ポンド)

= 9.1 kg 
(20.0 ポンド)

× ___ = _____________
_______

_____________
_______

MaxCPU 1× 5.9 kg 
(13.0 ポンド)

= 5.9 kg 
(13.0 ポンド)

× ___ = _____________
_______

_____________
_______

CPU フィラーパネル
(12K システムでは 9 枚以上)

1× 2.8 kg 
(6.2 ポンド)

= 2.8 kg 
(6.2 ポンド)

× ___ = _____________
_______

_____________
_______

  入出力フィラーパネル
(12K システムでは 9 枚以上)

1× 2.0 kg 
(4.5 ポンド)

= 2.0 kg 
(4.5 ポンド)

× ___ = _____________
_______

_____________
_______

総重量

表 1-2 コンポーネントによるシステム重量のワークシート (続き)

システムコンポーネント 数量 単一重量 総重量 購入数 Sun Fire 15K 
システムの
予測実重量

Sun Fire 12K 
システムの
予測実重量
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図 1-3 Sun Fire 15K/12K システム出荷用梱包箱の寸法

203.2 cm
(80.0 インチ )

システムキャビネット

フォークリフト側 パレット

191.8 cm 

81.3 cm
(32.0 インチ )

30.5 cm
(12.0 インチ )

121.9 cm
(48.0 インチ )

73.0 cm
(28.75 インチ )

(8.0 インチ )
20.3 cm

フォークリフト側 パレットジャッキ側

(203.8 cm)

ジャッキ側

(75.5 インチ )
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図 1-4 Sun Fire 15K/12K システムキャビネットの寸法

注 – シャーシ下部の正面および背面にある穴は、出荷パレットの固定用留め具を使
用して、システムを床に固定するために使用することができます。

(33.3 インチ )
84.6 cm

(75.5 インチ )
191.8 cm

(17.25 インチ )
43.8 cm

( 注を参照 )

7.6 cm 

81.3 cm

正面

背面

固定用留め具の穴

4.1 cm

システムの固定用

(1.625 インチ )

(64.5 インチ )
163.8 cm

4.1 cm × 1.6 cm

(3.0 インチ )

 (1.625 インチ× 0.625 インチ )

(32 インチ )

留め具の穴の寸法
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図 1-5 に、Sun Fire 15K/12K システムキャビネットに必要なスペースの寸法を示し
ます。

システムキャビネットの電気仕様およびソケットについては、表 3-1 を参照してくだ
さい。

図 1-5 Sun Fire 15K/12K システムキャビネットに必要なスペースの寸法

出荷用
パレットの

171.5 cm
(67.5 インチ )

固定用
留め具

84.6 cm
(33.3 インチ )

395.0 cm
(155.5 インチ )

7.5 cm

43.8 cm
(17.25 インチ )

システムキャビネット
上から見た図

(2.95

* ボードを取り外すために必要なスペース 

保守時に必要なスペース *

正面

12.7 cm
(5.0 インチ ) (5.0 インチ )

  91.4cm (36.0 インチ )

システムおよび 

背面

110.0 cm
(43.3 インチ )

12.7 cm
(5.0 インチ )

12.7 cm
(5.0 インチ )

必要な最小距離
入出力キャビネット間に

111.8 cm (44.0 インチ ) 

保守時に必要なスペース *

111.8 cm (44.0 インチ ) 12.7 cm

 

163.8 cm
(64.5 インチ )

インチ )

ンチ

（ )33

cm
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1.3 上げ床への設置
システムを上げ床に設置することにより、冷却用空気の通気や電源および通信ケーブ
ルの配線が容易になります。システムの最適な冷却を確保するため、システムを上げ
床に設置することを強くお勧めします。

コンピュータルームの床は、システムキャビネットの重量 (前述の表 1-1 を参照) を支
えることができる必要があります。各キャビネットは 4 つのキャスターと 4 本の脚で
支えられているため、キャビネットの重量は小さい表面積に集中しています。

システム底部の近くまたはすぐ下に、有孔フロアパネルあるいは格子板を配置してく
ださい。図 1-6 に、ケーブル用の床の切り込みを示します。図 2-2 に、有孔フロアパ
ネルまたは格子板の推奨位置を示します。図 1-6 で推奨するシステムの床の配置図を
使用して、ご使用のシステムに必要な面積を正確に判断してください。キャビネット
のすべてのキャスターと高さ調整脚が、上げ床の無孔タイル上にあることを確認して
ください。

Sun では、高さが 61.0 ～ 91.5 cm (24 ～ 36 インチ) 以上の上げ床をお勧めします。

1.4 上げ床以外への設置
システムを上げ床に設置しない場合は、表 2-2 で示す冷却要件を満たしていることを
確認してください。また、システムへ取り込まれる空気が、表 2-1 で示す要件を満た
していることを確認してください。怪我およびケーブルの損傷を防ぐため、ケーブル
カバーを使用してください。

注 – システムの冷却が適切でない場合、システムが自動的に停止することがありま
す。
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注 – 古いシステムには、M12×1.75 ボルトを使用したアイボルトがあります。これ
らのアイボルトは、システムを持ち上げる目的には使用しないでください。

図 1-6 Sun Fire 15K/12K システムの床の切り込みおよび底部の寸法

77.2 cm
(30.4 インチ )

84.6 cm
(33.3 インチ )

空気取入口

163.8 cm
(64.5

143.1 cm
(56.32

130.3 cm
(51.3

( 注を参照 )

10.2 cm × 20.3 cm (4.0 インチ× 8.0 インチ )
床の切り込み (2 か所 )

57.2 cm
(22.5 インチ )

キャスター回転半径 (4 か所 ) 6.1 cm (2.4 インチ )

高さ調整脚直径 (4 か所 ) 3.8 cm (1.5 インチ )
( 古いシステムでのキャビネット上部のアイボルトの位置も示す )

ケーブルの出口 (2 か所 )

82.3 cm
(32.4 インチ )

92.5 cm
(36.4

インチ )
インチ )

インチ )  インチ )
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注 – 標準の 10.2 cm×20.3 cm (4.0 インチ×8.0 インチ) の床の切り込み (点線で囲ま
れている部分) のほかに、使用していないケーブル用の開口部がある場合は、通気を
遮断するために適切な素材でふさいでください。

1.5 キャビネットのフロアーキャスターの
荷重
このキャビネットは、3 インチのキャスターに対して 285.5 kg (628.0 ポンド) の集中
荷重があります (典型的なコンピュータルームの上げ床の許容荷重の範囲内)。Sun 
Fire 15K/12K システムを移動する前に、床の重量要件を再確認してください。

注 – キャビネットの高さ調整脚を伸ばすときは、キャビネットが安定するように、
底の四隅にある高さ調整脚を 1/4 ずつ回転させてください。高さ調整脚で、キャス
ターが床から持ち上がらないようにしてください。

床にかかる荷重には、静荷重 (集中、均一、極限) または動荷重 (ころがり、衝撃) と
いったさまざまな荷重があります。標準的な浮床は、概算で、集中荷重で 454.6 kg 
(1000 ポンド)、均一荷重で 113.6 kg (250 ポンド)、極限荷重で 1136.4 kg (2500 ポン
ド)、ころがり荷重で 454.6 kg (1000 ポンド) に対応できます。これらの荷重量は、1 
平方インチあたりの概算です。建造物の 1 平方フィートあたりの荷重量 (ポンド/平
方フィート) については、表 1-3 を参照してください。

注 – Sun Fire 15K/12K システムでは、共有する通路として 121.9 cm (4.0 フィート) 
のスペースが必要です。設置部分の荷重は、装置の寸法と重量のみで算出します。シ
ステムが共用する 121.9 cm (4.0 フィート) の通路に関しては (図 2-3 を参照)、121.9 
cm (48.0 インチ) のタイルがシステムの前後に 1 枚ずつあり、それぞれに各システム
の重量の 50% が配分されると想定しています。

表 1-3 Sun Fire 15K/12K システムの建造物に対する荷重

建造物 1 平方

フィートあたりの

ポンド数 (psf)

15K システムキャビネット

1142.6 kg、84.6 cm×143.0 cm
(2513.7 ポンド、33.3 インチ×56.3 インチ)

12K システムキャビネット

996.1 kg、84.6 cm×143.0 cm
(2191.5 ポンド、33.3 インチ×56.3 インチ)

装置の設置部分 944.3 kg/平方メートル (193.4 psf) 823.2 kg/平方メートル (168.6 psf)

共用する 121.9 cm 
(4 フィート)

442.3 kg/平方メートル (90.6 psf) 385.7 kg/平方メートル (79.0 psf)
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Tate Access Floor Systems, Inc. の ConCore2500 などのタイルは、最大 2500 ポンド
の集中荷重に対応できます。床の構造的な耐荷重については、認定された構造技術者
に問い合わせてください。

1.6 運搬経路の計画
パフォーマンスを最大限にするため、第 2 章「環境要件」および図 2-2 で推奨する構
成に示すように、キャビネットを有孔フロアタイルの上に設置してください。

注意 – キャビネットの損傷および怪我を防止するため、60 インチのパレットジャッ
キは、パレットの狭い方の端にだけ使用します。フォークリフトは、パレットの広い
方の端にだけ使用してください。

集荷場が、通常の貨物トラックでの高さまたは傾斜の条件を満たしている場合は、
(パレットの狭い方の端を使用して) 標準の 60 インチのパレットジャッキでシステム
を降ろすことができます。トラックは、車体の長さが 14.6 ～ 18.6 m (48 ～ 61 フィー
ト)、幅が 2.6 m (8.5 フィート)、高さが 4.3 m (14 フィート) のものを使用できます。
集荷場が条件を満たさない場合は、(パレットの広い方の端を使用して) 通常のフォー
クリフトまたはその他の方法でシステムを降ろすか、リフトゲート付きのトラックで
出荷するように依頼してください。標準のフォークリフトのフォーク部分の外寸は最
大 68.6 cm (27 インチ) で、内寸は最小 38.1 cm (15 インチ) です。

システムキャビネットの出荷用梱包箱とその寸法の詳細は、図 1-3 を参照してくださ
い。出荷用梱包箱をシステムの設置場所まで運搬するには、パレットジャッキが必要
です。

Sun では、システムを出荷用梱包箱のまま最終的な設置場所まで運搬することをお勧
めします。システムが予定の運搬経路を通らない場合は、装置を梱包箱から取り出し
て、システムを部分的に開封してください。狭い空間に格納する場合は、側面パネル
を取り外せます。側面パネルを取り外すと、システムの幅が本来の 84.6 cm (33.3 イ
ンチ) から 81.3 cm (32.0 インチ) になります。

注 – キックプレートが取り付けられているキャビネットのしきいの高さは、最高 1 
インチで、キックプレートを取り外したあとのしきいの高さは、最高 3 インチです。
キックプレートの取り外しについては、『Sun Fire 15K/12K システム開梱の手引
き』を参照してください。

コンピュータルームへ搬入するときには、振動が発生する可能性のある凹凸を避けて
ください。また、有孔タイルの強度を確認してください。ころがり荷重の繰り返しに
よって、納入経路のフロアタイルの損傷が頻繁に発生します。上げ床の納入経路全体
を、重いパーティカルボードまたは同様の強度を持つほかの素材で保護することをお
勧めします。
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注 – 運搬経路の通路には、10 度を超える傾斜をつけないでください。
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第 2 章

環境要件

この章では、Sun Fire 15K/12K システムの温度および湿度の要件について、詳細に
説明します。

2.1 環境要件
コンピュータルームの空調設備などの環境制御システムを設計する場合には、システ
ムへ取り込まれる空気が、このセクションで説明する要件を満たしている必要があり
ます。空気は、アクセスパネルおよびシステムキャビネットの下部にある空気取入口
からキャビネットに流れ込みます。熱せられた空気は、システムキャビネットの上部
から排出されます。暖かい空気がキャビネットの下部またはアクセスパネルの方に流
れると、システムが過熱することがあります。表 2-1 に、Sun Fire 15K/12K システ
ムおよびユーザーが選択した入出力拡張ラックの環境要件を示します。設置する環境
よりシステムがかなり冷えている (4 °C (40 °F) 以下) 場合は、温度衝撃および結露を
防ぐために、出荷用梱包箱に入れたまま (最終的な設置場所に) 24 時間放置してくだ
さい。
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2.1.1 周囲温度の推奨値

システムの信頼性およびオペレータの快適さを保つことのできる周囲の最適な温度範
囲は、21 ～ 23 °C (70 ～ 74 °F) です。ほとんどのコンピュータ装置は広い温度範囲内
で動作しますが、22 °C (72 °F) 前後が理想的です。この温度では、対応する安全な相
対湿度を維持しやすいからです。環境サポートシステムがしばらくの間停止しても、
この温度範囲内で動作していれば、すぐに危険な状態になることはありません。個々
の基準はいくらか異なりますが、21 ～ 23 °C (70 ～ 74 °F) が最適な温度の選択範囲に
なります。

2.1.2 周囲の相対湿度の推奨値

安全なデータ処理操作には、周囲の相対湿度は 45 ～ 50% がもっとも適しています。
特定の状況下では、ほとんどの処理装置は非常に広い環境範囲 (20 ～ 80%) で動作し
ますが、次の理由により、45 ～ 50% が最適な湿度の目標となります。

■ 高湿度による腐食の問題からコンピュータシステムを保護します。
■ 環境制御システムが故障した場合でも、しばらくの間は動作します。
■ 相対湿度が低すぎると、静電気の放電が発生し断続的に妨害することによって、

障害または一時的な異常が起こります。この相対湿度範囲では、静電気による障
害を防止できます。

相対湿度が 35% より低い場所では、静電放電 (ESD : Electrostatic Discharge) が発生
しやすく、除去も難しくなります。30% より低くなると非常に危険です。5% の相対
湿度範囲は、標準的なオフィス環境や、その他の管理のゆるやかな場所で使用されて

表 2-1 環境要件

環境的
要素

動作時 非動作時 推奨する動作範囲

温度 10 ～ 35 °C (50 ～ 95 °F) 
1 km ごとに 2 °F 低下 (最高 3 
km)

温度勾配が毎時 15 °C (59 °F) 
以下で、湿度勾配が相対湿度
毎時 30% 以下

-20 ～ 60 °C (-4 ～ 140 °F)
温度勾配が毎時 20 °C (68 °F)
以下で、湿度勾配が相対湿度
毎時 20% 以下

21 ～ 23 °C
(70 ～ 74 °F) 

湿度 20 ～ 80% (結露なし)
最高湿球温度 27 °C (81 °F)

最高 93% 45 ～ 50% 

高度 最高 3,047 m (10,000 フィート)
UltraSPARC IV+ 1.8 GHz 
CPU/メモリーボード搭載時は
最高 2,134 m (7,000 フィート)

最高 12,188 m (40,000 フィート)
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いるガイドラインに比べ、不当に厳しいと感じられるかもしれませんが、通常データ
センターでは高性能の防湿材を使用し、換気回数も少ないため、これを維持すること
はそれほど難しくありません。

2.2 基本的な冷却要件
表 2-2 および表 2-3 に、システムの最大構成に基づいた Sun Fire 15K/12K システム
のさまざまなコンポーネントの空調に関する情報を示します。表 2-3 のワークシート
を使用して (実際に記録するために使用する拡大した用紙は、付録 A を参照)、シス
テムの電源および冷却要件を判定してください。このワークシートは、システムの最
大消費電力 (W) と、システム全体の空調で対応する必要のある放熱量 (BTU/時) を見
積もるのに役立ちます。必要な空調能力は、システムの構成によって異なります。

Sun Fire 15K/12K システムの放熱量の変化は、アプリケーションおよび構成によっ
て異なります。このマニュアルでは、これらの変化を把握した上で、実験室の環境で
実証された厳密なコード条件に基づいて説明しています。テストでは、最新の技術お
よび 48 V 側に接続された高速カレントプローブを使用して、すべての値を計測しま
した。記載されている数値は、効率損失および力率の補正を考慮して、計測値に変更
を加えたものです。

システムの構成を (システムボードの数および入出力構成に基づいて) 決めたら、環
境冷却要件を算出する必要があります。サイトが適切な環境要件を満たすようにする
ことが重要です。このマニュアルに記載されている数値は、これらの要件に基づくも
のです。

将来のアップグレードを容易にするには、単に購入時のシステムおよび I/O ボード
の構成に限定せずに、拡張の見込みまたは最大放熱量や冷却の必要性に適した環境冷
却を常に備えておきます。

たとえば、すべてのキャビネットが電源システムの全容量を使用して正常に構成され
ていても、実際のシステムの放熱量は最大放熱量より少なくなります。また放熱量
は、構成されているコンポーネントの数および種類によって異なります。したがっ
て、設置場所となる施設の設計段階では、予想される最大構成に対応できる十分な電

表 2-2 Sun Fire 15K/12K システムキャビネットの電源および冷却要件

Sun Fire システム 使用しているシステムスロットの数 電力 (W) 空調 (BTU/時)

12K 最大 9 12,965 44,081

15K 最大 18 23,927 81,352
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源および冷却容量を準備してください。アップグレード時には、システムの放熱量は
増加します。そのため、電源および冷却に対する新しいサイト計画が必要になる可能
性があります。

表 2-3 システムの電源および冷却要件のワークシート

コンポーネント システムの電力 空調

数量×電力 合計 (W) BTU/時

システム
キャビネット

基本システム システムコントロール (2) 2 × 182 364 × 3.4 = 1237.6

SC 周辺装置 (2) 2 × 103 206 × 3.4 = 700.4

ファントレー (8) 8 × 166 1328 × 3.4 = 4515.2

センタープレーンサポート (2) 2 ×  18 36 × 3.4 = 122.4

Sun Fireplane (1) 1 × 204 204 × 3.4 = 693.6

拡張 拡張 (最大 18) _ ×  88 × 3.4 =

スロット 0 1950Mhz USIV+ Uniboard

1800Mhz 以下の USIV / USIV + 
Uniboard
USIII / USIII+ Uniboard

_ × 1148

_ × 1088

_ × 993

× 3.4 =

× 3.4 =

× 3.4 =

スロット 1 MaxCPU (最大 17) _ × 357 × 3.4 =

hsPCI-X/hsPCI+ (最大 18) _ ×  94 × 3.4 =

入出力アダプタ PCI (最大 72) _ ×  24 × 3.4 =

HDD (最大 36) _ ×  40 × 3.4 =

合計 ____ _____
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図 2-1 に、システムキャビネット内の通気の方向を示します。

図 2-1 Sun Fire 15K/12K システムの通気

キャビネットキャビネット

通気
( 上げ床 )

通

正面

通気

システム間の

3 ～ 4 フィート

システム間の

3 ～ 4 フィート

Sun Fire 15K/12K システムキャビネットの正面、背面、底面の通気比率 : 
62% 正面および背面
38% 底面

背面 正面背面

 気
通
 気

距離 距離

背面
( 有孔ドア )

正面
( 換気ドア )
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2.3 コンピュータルームの配置
Sun Fire 15K/12K システムの冗長ファントレーは、通常の床に設置した場合でもシ
ステムが適切に動作できるだけの通気を提供しますが、最適なシステムパフォーマン
スを得るために上げ床に設置することをお勧めします。空気は、キャビネットの正面
および背面ドアと、キャビネットの下の吸気パネルから取り込まれます。図 2-2 に、
完全に構成されたシステムを配置する場合の推奨される例を示します。この図を参照
して、無孔および有孔タイルを使用したフロア構成を計画してください。この配置例
では、600 立方フィート/分 (cfm) の冷却用空気を通気できるフロアタイルを使用す
る場合を想定しています。

図 2-3 には、複数の Sun Fire 15K/12K システムを配置する場合の例を示します。

注 – 電力消費量の多い構成では、サーバーまたはユーザーが選択した入出力拡張
ラックの付近に有孔タイルを配置する必要があります。有孔タイルを配置すること
で、隣接する場所の使用は制限されます。この制限を明確に認識する必要がありま
す。

Sun Fire 15K システムと入出力ラック間に使用するケーブルの最大長は、400 cm 
(157.5 インチ) です。Sun Fire 15K システムと入出力ラックの接続にシングルエンド
の SCSI デバイスを使用している場合は、最低要件である 12.7 cm (5.0 インチ) の距離
に入出力ラックを設置しても、システム背面の一番遠い角と入出力ラックの正面上部
を接続することはできません。
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図 2-2 Sun Fire 15K/12K システムの推奨構成

注 – 各キャビネットの四隅にあるキャスターおよび高さ調整脚は、無孔フロアタイ
ル上にだけ配置するようにしてください。

推奨される配置例 :
- 完全に構成されたシステム
- 24 kW 負荷
- 6 枚の有孔タイルが必要

無孔
タイル

有孔
タイル
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図 2-3 Sun Fire 15K/12K システムの推奨構成 － 複数システムによる構成

注 – システムの電源ケーブルの長さは 400.1 cm (157.5 インチ) です。システムを配置す
るときは、電源ソケットまでの距離がこの長さを超えないように考慮してください。

無孔
タイル

有孔
タイル

正面

背面

121.9 cm 

121.9 cm (4.0 フィート )
吸気側通路

排気側通路
(4.0 フィート )
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第 3 章

設備およびシステムの要件

この章では、Sun Fire 15K/12K システムの電源およびアースの要件について説明し
ます。

3.1 設備の電源要件
致命的な障害を防ぐため、電源装置は Sun Fire 15K/12K システムに確実に適切な電
源を供給するように設計されている必要があります。Sun Fire 15K/12K システムに
電源を提供しているすべての電源回路を、専用の電気配電盤に接続することをお勧め
します。電気関係の作業および設置は、適用される地方または州、国内の電気条例に
従って行う必要があります。

注意 – システムのアース保護は、建物の回路に依存します。

Sun では、電源障害およびハードウェアの停止による影響を最小限にするために最大
限の努力を行なっています。Sun Fire 15K/12K システムには、電流を共有するデュ
アル構成の冗長な電源装置入力があり、2 つの独立した電源を使用するように設計さ
れています。ただし、システムが繰り返し停電したり、電源が不安定である場合、安
定した電源が供給されている場合に比べ、部品故障率は高くなる可能性があります。
無停電電源装置 (UPS) などの安定した電源を供給し、部品が故障する可能性を減らし
てください。
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Sun Fire 15K/12K システムの電源装置は、最初に電源を入れたあとの突入電流を制
限します。ホットスタートまたはコールドスタート (AC 電源を 60 秒以上切断したあ
との起動) 時の最大突入電流は 55 A (ピーク) で、1 ラインサイクルの間計測した場合
のホットスタートまたはコールドスタート時の実効値は 35 A です。突入電流は、200 
ミリ秒未満で通常の動作電流に減衰します。

図 3-1 に、システムキャビネットの電気仕様を示します。電源ケーブルの要件の記録
には、表 3-2 を使用します (実際に記録するために使用する拡大した用紙は、付録 A 
を参照)。表 3-3 には、3 つの電源構成の特徴の概要を示します。図 3-1、図 3-2、お
よび図 3-3 に、考えられるシステムの電源接続を示します。

■ 図 3-1 に示すように、システムキャビネットには冗長電源、二重電源を使用するこ
とをお勧めします。

■ システムキャビネットには、12 個の単相ソケットを使用することをお勧めしま
す。詳細は、表 3-1 を参照してください。

■ IEC 309 (国際電気標準会議規格 309) コネクタまたは Sun が提供する NEMA 
L6-30P で、電源とシステムを接続します。

図 3-1 のように 2 つの独立した電源を使用する場合、1 台の電源装置に電力が供給さ
れ、SMS コマンド showenvironment -p powers で測定される DC 電力の消費量
が 20,000 W 未満で安定しているかぎり、Sun Fire 15K/12K システムは動作します。

300-1705 (A196) 電源装置が全面的に装備された Sun Fire 15K/12K システムの場合、
1 台の電源装置に 20,000 W を超える電力が供給されても、1 つの電源を損失すること
がなければ動作することができます。300-1813 (A211) 電源装置が全面的に装備され
た Sun Fire 15K/12K システムの場合は、1950Mhz USIV+Uniboard で動作できま
す。

図 3-3 のように構成された Sun Fire 15K/12K システムの場合、1 台の電源装置に電
力が供給されていても、DC 電力の消費量が 20,000 W を超えると動作できません。
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表 3-1 設備の電源要件

電気供給 仕様

システムおよび入出力拡張ラックの要件

電圧 200 ～ 240 VAC、単相

力率 .99

周波数 47 ～ 63 Hz

回路遮断器 地域の条例に従う、コード 1 本あたり最高 24A の入
力に対応するもの

定格電力 (ボルトアンペア) 28,701 VA (最大負荷)

電源コード (最大 15 フィート) 457 cm (15 フィート) のコネクタ互換のドロップコー
ド

ソケット: 北米および日本 AC 入力電源ケーブル、Harting Han 6HsB/NEMA 
L6-30P または同等のもの (パーツ番号 180-1943)
AC 電源コード、Han 6HsB/NEMA L6-30P (US) 4m 
(パーツ番号 180-1954)
電源コード、Blue 30A Watertight IEC 309/Han 6HsB 
(パーツ番号 180-2058)
電源コード、Blue 32A Watertight IEC 309/Han 6HsB 
(パーツ番号 180-2059)

ソケット: 北米および日本以外 AC 入力電源ケーブル、Harting Han 6HsB/IEC 309 
(パーツ番号 180-1944)
AC 電源コード、Han 6HsB/Blue 32A IEC309 (北米およ
び日本以外) (パーツ番号 180-1955)
電源コード、Blue 30A Watertight IEC 309/Han 6HsB 
(パーツ番号 180-2063)
電源コード、Blue 32A Watertight IEC 309/Han 6HsB 
(パーツ番号 180-2064)

表 3-2 設備の電源ケーブル要件のワークシート

フレームの種類 キャビ
ネット
の数

極の数 コード
の数 *

単相 3 相

システムキャビネット (単相) ____ × 2 × __ = ____ なし

必要な極の合計数

* 用意したソケットが注文した電源コードに確実に適合するように、ご購入先の
技術者に電源コードの数量およびソケットについてお問い合せください。
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図 3-1 Sun Fire 15K/12K システムの電源接続 － 冗長電源、二重電源 (電源 A および 
B)
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3-4 Sun Fire 15K/12K システムサイト計画の手引き • 2007 年 3 月



図 3-2 Sun Fire 15K/12K システムの電源接続 － 高信頼性電源、単一電源 (電源 1 つ)
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図 3-3 Sun Fire 15K/12K システムの電源接続 － 基本的な単一電源、単一電源 (電源 
1 つ、冗長なし、推奨しない)

電源 A

正面の電源装置 背面の電源装置

システム
キャビネット

AC0
AC1

AC0
AC1

AC0
AC1

AC0
AC1

AC0
AC1

AC0
AC1

PS0PS1PS2 PS3PS4PS5

電源 A へ
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3.2 キャビネットのアース要件
Sun Fire 15K/12K システムは、電源コードでアースします。このため、システムに
アース用ケーブルは付属していません。電源コードには、3 つのピン (電流用に 2 
つ、アース用に 1 つ) があります。アースピンとシステムシャーシは、AC 入力モ
ジュールで接続されています。電源ソケットに電源コードが接続されて、アースピン
がその電源ソケットに接触すると、シャーシのアースが最終的に完了します。確実に
アースを行うには、配電盤 (PDU) がアースグランドされるように、ユーザーが適切
にアースされたソケットを用意する必要があります。

アース用ケーブルが、システムに付属している場合もあります。必須ではありません
が、追加のアースポイントによって、漏れた電流をより効果的に分散できます。重要
なのは、電源コードがソケットを介してアースされていることと、アース用ケーブル
がコモンアースグランドを基準にする必要があることです。コモンアースグランドを
基準にしないと、グランド電位に差が生じる場合があります。

注意 – 設備の PDU ソケットのアースが不明確な場合、適切な PDU ソケットのアー
スが確認されないかぎり、アース用ケーブルを設置しないでください。グランド電位
が明らかに異なる場合は、修正処置を行う必要があります。

表 3-3 電源構成の概要

構成 内部電源装置の損失からの保護 外部電源装置の損失からの保護

冗長 (図 3-1) 可 可、2 つの電源のうち 1 つ

高信頼性 (図 3-2) 可 不可、1 つの電源のみ

基本 (図 3-3) 可 不可、1 つの電源のみ
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次の手順に従って、Sun Fire 15K/12K システムを適切にアースしてください。

注 – Sun Fire 15K/12K システムと設備の電源システム間で PDU を使用している場
合は、A シリーズの回路遮断器 (Carlingswitch 製のパーツ番号 : 
AF3-X0-06-184-X13-D または同等の部品) を使用できます。

1. データセンターの PDU が適切にアースされていることを確認します。PDU はアース
する必要があります。

2. すべてのアースポイント (上げ床および電源ソケット) が PDU アースを基準にしてい
ることを確認します。

注 – アース用ケーブルは、別途用意する必要があります。アース用ケーブルは、シ
ステムに付属していません。

3. 図 3-4 に示すように、フレームの底部にあるキックプレートの裏で、アース用ケーブ
ルをシステムに接続します。

図 3-4 システムキャビネットのアース用ケーブルの接続点

4. アース用ケーブルの接続部分の表面が塗装されていることがあります。金属部分と金
属部分がしっかりと接合されていることを確認します。

システムキャビネットの底部

アース用ケーブル
接続点

キックプレート

エアフィルタ
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第 4 章

ネットワーク計画

この章では、推奨するネットワーク構成と、システムおよびドメインの設定計画に使
用するワークシートについて説明します。

4.1 ネットワーク接続
Sun Fire 15K/12K システムでは、システムコントロール (SC) ボードの接続に 
10BASE-T または 100BASE-TX Ethernet 接続を使用する必要があります。

Sun Fire 15K/12K システムには、計画および設定するネットワークが複数ありま
す。2 つのネットワークはプラットフォームの内部にありますが、そのほかは外部に
あり、ケーブルが必要です。表 4-1 に、各ネットワークを示します。

表 4-1 Sun Fire 15K/12K システムのネットワーク

ネットワーク
の呼称

説明

I1 1
ドメイン対 SC の管理ネットワークです。ドメイン A ～ R は、このネット
ワークを介して SC と通信します。このネットワークはプラットフォームの
内部にあり、ケーブルは必要ありません。デフォルトでは、I1 ネットワーク
の IP 転送は使用不可になっています。転送を使用可能にすることはできませ
ん。

I2 SC 対 SC の管理ネットワークです。各 SC は、このネットワークを介してほ
かの SC と通信します。このネットワークには、ドメイントラフィックはあ
りません。このネットワークはプラットフォームの内部にあり、ケーブルは
必要ありません。デフォルトでは、I2 ネットワークの IP 転送は使用不可に
なっています。転送を使用可能にすることはできません。
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4.2 システムの設定情報
このセクションの情報は、Sun Fire 15K/12K システムを設置する前に決定しておく
必要があります。システム情報のほとんどはネットワークに関連するため、ユーザー
が設定する必要があります。表 4-2 に、使用可能なネットワークインタフェースとそ
の機能を示します。

Cx 2
外部のユーザーが SC およびドメイン A ～ R にアクセスするために提供され
るネットワークです。各 C ネットワークは、ユーザーのコミュニティーを表
し、ネットワークトラフィックを共有する場合としない場合があります。
ケーブル配線およびネットワーク装置、ドメイン側のインタフェースカード
は、別途用意する必要があります。

さらに、SC にケーブル接続された各 C ネットワークには、論理 IP アドレス
があります。これは論理アドレスなので、ケーブルは必要ありません。

1 I1 を超えたネットワークからのインストールや起動が必要な場合は、I1 ネットワークで Ipv4 を使用する必要が

あります。

2 SC には、最大 2 つのユーザーコミュニティーをケーブル接続できます。この制限は、ドメインには適用されま

せん。

表 4-2 Sun Fire 15K/12K システムのネットワークインタフェース

インタフェースの呼称 説明

SC-I1 マスター SC から内部ネットワーク I1 に接続します。SC の組に割り
当てられたアドレスは 1 つだけです。マスター SC だけが I1 ネット
ワークにアクセスします。

D[A ～ R]-I1 ドメイン A ～ R から内部ネットワーク I1 に接続します。

SC[0、1]-I2 SC0 および SC1 から内部ネットワーク I2 に接続します。

SC[0、1]-Cx SC0 および SC1 から外部ネットワーク Cx に接続します。

SC[0、1]-PCx 各 Cx パスグループ固有のフェイルオーバーアドレスです。PCx イ
ンタフェースは、SC* に対してローカルのままです。

* NIC が 2 つ以上のパスグループにだけ存在します。

F-Cx SC 上の各 C ネットワークに対する論理インタフェースです。この
インタフェースは、適切な Cx ネットワーク経由で到達可能です。
F-Cx インタフェースは、メイン SC にだけ存在します。

D[A ～ R]-Cx ドメイン A ～ R から外部ネットワーク Cx に接続します。

表 4-1 Sun Fire 15K/12K システムのネットワーク (続き)

ネットワーク
の呼称

説明
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SC への外部接続は、すべてユーザーコミュニティーの論理インタフェース L-Cx を
経由する必要があります。そのため、クライアントは常にメイン SC に接続されま
す。

4.3 ネットワーク構成
システムコントローラには、高可用性 (HA) および非 HA という 2 種類のネットワー
ク構成があります。どちらのネットワーク構成にも、次の内容が当てはまります。

■ ドメインは、任意の数のユーザーコミュニティーに接続できます。SC の場合は、
接続できるユーザーコミュニティーは 2 つだけです。

■ ドメインはシステムコントローラと同じユーザーコミュニティーに接続できる場
合とできない場合があります。これはサイトのセキュリティーポリシーによって
決まります。

■ メイン SC と予備の SC のネットワークケーブルは、同一である必要があります。
■ HA 構成では、複数のスイッチまたはハブを配置することによって、各ユーザーコ

ミュニティーで冗長性がさらに向上します。
■ SC が 1 つのユーザーコミュニティーに対してすべての接続を失った場合、SC の

フェイルオーバー (切り替え) が開始されます (SC に接続されているすべてのユー
ザーコミュニティーに影響します)。

■ プラットフォーム自体へのアクセスでは、高い可用性を実現しています。SC の中
心部分の重大な障害による停電は、予備の SC で処理を継続することによって回避
されます。

注 – SC の cPCI スロットは、現在サポートされていないため、ネットワーク接続で
は使用できません。

ドメインのネットワーク構成は、ユーザーおよびアプリケーションの固有の要件に依
存するため、ここでは説明しません。
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4.3.1 HA のネットワーク構成

図 4-1 に、HA のネットワーク構成を示します。

長所 :

■ 各 SC には、ユーザーコミュニティーネットワークへの冗長接続が 2 つある
■ システムコントローラへの 1 つのネットワーク接続の障害では、SC のフェイル

オーバーが開始されない

短所 :

■ システムコントローラにケーブル接続されている 1 つのユーザーコミュニティー
に限定される

図 4-1 高可用性のネットワーク構成

コミュニティー A

SC0-CA1

予備の SC

ドメイン A

SC0-CA1

SC0-I2

SC0-I1

SC1-CA1
SC1-CA1

SC1-I1

DA-I1 DA-Cx

ドメイン BDB-I1 DB-Cx

ドメイン CDC-I1 DC-Cx

ドメイン QDQ-I1 DQ-Cx

ドメイン RDR-I1 DR-Cx

メイン SC

SC1-I2

F-CA

SI2 ネットワーク
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4.3.2 非 HA のネットワーク構成

図 4-2 に、非 HA のネットワーク構成を示します。

長所 :

■ システムコントローラに最大 2 つのユーザーコミュニティーを接続できる

短所 :

■ 1 つのネットワーク接続の障害によって、SC のフェイルオーバーが開始される

図 4-2 込み入ったネットワーク構成

コミュニティー A

コミュニティー B

SC0-CA

F-CB

予備の SC

ドメイン A

SC0-CB

SC0-I2

SC0-I1

SC1-I1

DA-I1 DA-Cx

ドメイン BDB-I1 DB-Cx

ドメイン CDC-I1 DC-Cx

ドメイン QDQ-I1 DQ-Cx

ドメイン RDR-I1 DR-Cx

メイン SC

SC1-I2

F-CA

SI2 ネットワーク

S
I1

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

SC1-CA
SC1-CB
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4.4 システム設定のワークシート
システムコントローラには、ホスト名およびネットワーク、インターネットプロトコ
ル (IP) アドレス、サブネットマスクが必要です。また、ドメインの OS のインストー
ルでは、ドメイン外部の接続用に、ホスト名および IP アドレス、サブネットマスク
が必要です。複数のユーザーコミュニティーも必要になります。インストールを行う
前に、このセクションのワークシートを使用して、必要な情報を整理してください。

4.4.1 プラットフォーム名

Sun Fire 15K/12K システムには、プラットフォーム名が必要です。ネットワークで
グローバルに一意なプラットフォーム名は、システム全体に提供される論理名で、
ネットワーク上のどのホストにも該当しません。内部ネットワークインタフェースの
ホスト名には、プラットフォーム名がデフォルトの接頭辞として使用されます。詳細
は、4-6 ページの 4.4.2 セクション「内部ネットワーク」を参照してください。プ
ラットフォーム名は、英字で始まる英数字で指定する必要があります。表 4-3 の余白
にプラットフォーム名を記入します (実際に情報を記録するために使用する拡大した
用紙は、付録 A を参照)。

4.4.2 内部ネットワーク

表 4-4 に、IP ネットワークおよびサブネットマスクを記入します (実際に記録するた
めに使用する拡大した用紙は、付録 A を参照)。内部ネットワークのサブネットは固
定です。I1 および I2 はどちらも経路指定されないため、IP プライベートプールから 
IP ネットワークを取得できます。IP ネットワークは、ユーザーのネットワーク内で
一意にしてください。

表 4-3 Sun Fire 15K/12K システムのプラットフォーム名のワークシート

プラットフォーム名

表 4-4 内部ネットワーク用 IP ネットワークのサブネットマスクのワークシート

ネットワーク IP ネットワーク サブネットマスク

I1 255.255.255.224

I2 255.255.255.252
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4.4.2.1 I1 ネットワーク

I1 ネットワークには、ホスト名および IP アドレスが必要です。システムコントロー
ラの場合、I1 ネットワークにはホスト名および IP アドレスが 1 つだけ割り当てられ
ます。メイン SC だけが実際に I1 ネットワークに接続します。

ホスト名および IP アドレスは、インストール時に smsconfig(1M) によって自動的
に割り当てられます。たとえば、プラットフォーム名が Name1 の場合、ドメイン A 
の I1 ホスト名は Name1-a になります。IP 割り当ては、最小値の SC から順に最大値
のドメイン R まで、提供された IP ネットワークのサブネットマスクに基づいて行わ
れます。

注 – I1 ネットワークでは、ホスト名の IP アドレスの自動割り当てを、強くお勧めし
ます。

手動でのインストールを行なっている場合は、表 4-5 のワークシートに、I1 インタ
フェースのホスト名および IP アドレスを記入してください。

表 4-5 I1 ネットワーク用ホスト名の IP アドレスのワークシート

I1 ネットワーク

インタフェース ホスト名 IP アドレス

システム制御ボード (SC-I1) platform-sc-i1

ドメイン A (DA-I1) platform-a

ドメイン B (DB-I1) platform-b

ドメイン C (DC-I1) platform-c

ドメイン D (DD-I1) platform-d

ドメイン E (DE-I1) platform-e

ドメイン F (DF-I1) platform-f

ドメイン G (DG-I1) platform-g

ドメイン H (DH-I1) platform-h

ドメイン I (DI-I1) platform-i

ドメイン J (DJ-I1) platform-j

ドメイン K (DK-I1) platform-k

ドメイン L (DL-I1) platform-l

ドメイン M (DM-I1) platform-m

ドメイン N (DN-I1) platform-n

ドメイン O (DO-I1) platform-o

ドメイン P (DP-I1) platform-p
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4.4.2.2 I2 ネットワーク

各システムコントローラは、SC の役割 (メインまたは予備) にかかわらず、I2 ネット
ワークとの有効な接続を維持します。I1 ネットワークと同様に、I2 ホスト名および 
IP アドレスは、インストール時に smsconfig(1M) によって自動的に割り当てられ
ます。

注 – I2 ネットワークでは、ホスト名の IP アドレスの自動割り当てを、強くお勧めし
ます。

手動でのインストールを行なっている場合は、表 4-6 のワークシートに、I2 インタ
フェースのホスト名および IP アドレスを記入してください。

4.4.3 外部ネットワーク

表 4-7 のワークシートに、IP ネットワークおよびサブネットマスクを記入します。各
サブネットマスクは、ネットワーク内で一意にする必要があります。システムコント
ローラは、最大 2 つのユーザーコミュニティーに接続できます。

ドメイン Q (DQ-I1) platform-q

ドメイン R (DR-I1) platform-r

表 4-6 I2 ネットワーク用ホスト名の IP アドレスのワークシート

インタフェース ホスト名 IP アドレス

SC0-I2 platform-sc0-i2

SC1-I2 platform-sc1-i2

表 4-7 外部ネットワーク用 IP ネットワークのサブネットマスクのワークシート

ユーザーコミュニティー
ネットワーク

IP ネットワーク サブネットマスク

コミュニティー A

コミュニティー B

表 4-5 I1 ネットワーク用ホスト名の IP アドレスのワークシート (続き)

I1 ネットワーク

インタフェース ホスト名 IP アドレス
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4.4.3.1 システムコントローラ

ユーザーコミュニティーにケーブル接続されているシステムコントローラのすべての
インタフェースには、IP アドレスが必要です。SC には、2 つの組み込み Ethernet 
ポート (「Ethernet」および「Ext Ethernet」とラベル付けされている) があります。
この情報を表 4-8 のワークシートに記入します。

さらに、各ユーザーコミュニティーには、システムコントローラ用の論理インタ
フェースが必要です。論理インタフェースは、メイン SC にだけ存在します。また、
HA の構成を使用する場合は、SC のパスグループ固有の IP アドレスが必要です。こ
の情報を表 4-9 のワークシートに記入します。

注 – コミュニティーの論理 IP アドレスおよびパスグループ固有の IP アドレスは、
コミュニティーの物理 NIC と同一の IP ネットワークおよびサブネットマスクを使用
する必要があります。

表 4-8 システムコントローラ用コミュニティーホスト名の IP アドレスのワークシー
ト

Cx ネットワーク

インタフェース ユーザーコミュニティー IP アドレス

システムコントローラ 0、Ethernet

システムコントローラ 0、Ext Ethernet

システムコントローラ 1、Ethernet

システムコントローラ 1、Ext Ethernet

表 4-9 SC 論理インタフェース用ホスト名の IP アドレスのワークシート

ユーザーコミュニ
ティー

論理ホスト名 論理 IP アドレス SC0 パス
グループの
IP アドレス

SC1 パス
グループの
IP アドレス

ユーザーコミュニ
ティー A

ユーザーコミュニ
ティー B
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4.4.3.2 ドメイン

ユーザーコミュニティーへのドメイン接続には、ホスト名および IP アドレスが必要
です。表 4-10 のワークシートでは、各ドメインが 1 つのユーザーコミュニティーと
だけ接続することを想定しています。ドメインが複数のユーザーコミュニティーに接
続する場合や、ユーザーコミュニティーが事前に定義されていない場合は、別の用紙
に記入してください。

表 4-10 ドメイン用コミュニティーホスト名の IP アドレスのワークシート

Cx ネットワーク

インタフェース ユーザーコミュニ
ティー

ホスト名 IP アドレス

ドメイン A (DA-Cx)

ドメイン B (DB-Cx)

ドメイン C (DC-Cx)

ドメイン D (DD-Cx)

ドメイン E (DE-Cx)

ドメイン F (DF-Cx)

ドメイン G (DG-Cx)

ドメイン H (DH-Cx)

ドメイン I (DI-Cx)

ドメイン J (DJ-Cx)

ドメイン K (DK-Cx)

ドメイン L (DL-Cx)

ドメイン M (DM-Cx)

ドメイン N (DN-Cx)

ドメイン O (DO-Cx)

ドメイン P (DP-Cx)

ドメイン Q (DQ-Cx)

ドメイン R (DR-Cx)
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第 5 章

サイト計画チェックリスト

Sun Fire 15K/12K システムを設置する前に、次の条件が満たされていることを確認
します。

5.1 システムコンポーネント
❏ システム構成を確認しましたか。

❏ キャビネットの総数はいくつですか。

5.2 その他
❏ システム管理者およびオペレータは、Sun Microsystems の必須トレーニング

コースである ES-421、Sun Fire 15K/12K Systems Server Administration に登録
されていますか。

❏ このサイトに保全許可は必要ですか。購入先に必要なセキュリティーレベルを通
知しましたか。
注: 許可の取得には数か月かかるため、早目に通知することが重要です。

❏ サイト計画の過程を確認できるように、設備計画および作業チームなどの顧客ス
タッフの適切なメンバーすべてにこのマニュアルが配布されていますか。
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5.3 環境要件
❏ コンピュータルームの環境は、表 2-1 で説明した温度と湿度の条件を満たしてい

ますか。

❏ このシステムからの負荷の増加を処理しても、コンピュータルームを維持できる
だけの未使用の冷却能力が十分にあることを確認してください。冗長冷却の能力
は考慮に入れません。詳細は、表 2-1 を参照してください。

❏ 回路遮断器の極の位置の数が、システムに適切に接続できることを確認してくだ
さい。

❏ 予定されたシステムの電源を確認してください。電源は、図 3-1、図 3-2、図 3-3 
に示された電源接続構成と一致していますか。

❏ コンピュータルームの電圧は、200 ～ 240 VAC の範囲内ですか。

❏ システムキャビネットおよびユーザーが選択した入出力拡張ラック用に十分な数
の電源ソケットが注文されていますか (表 3-2)。

❏ 電源ソケットが、システムキャビネットおよびユーザーが選択した入出力拡張
ラック位置の 427 cm (14 フィートケーブル長) 以内にあることを確認してくださ
い。

❏ システムキャビネットおよびユーザーが選択した入出力拡張ラック用の回路遮断
器が適切に設置され、ラベルが付けられていますか。

5.4 物理仕様
❏ システムの設置場所は決まりましたか。

❏ 設置フロアの配置は、装置保守条件を満たしていますか。詳細は、2-6 ページの 
2.3 セクション「コンピュータルームの配置」を参照してください。

❏ 放熱デバイスからの最短距離が図 2-1 で示された推奨値を満たすように、装置が
配置されていることを確認してください。

❏ システムキャビネットおよびユーザーが選択した入出力拡張ラック用の床の切り
込みは、適切な位置にありますか。

❏ 推奨されている有孔フロアパネルは、適切な位置にありますか。詳細は、2-6 
ページの 2.3 セクション「コンピュータルームの配置」を参照してください。

❏ 上げ床システムおよび上げ床タイルが、システムによって加えられる荷重に対応
できることを確認してください。
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❏ 上げ床タイルの端に厳密に一致するようにシステムが配置されていますか。詳細
は、2-6 ページの 2.3 セクション「コンピュータルームの配置」を参照してくだ
さい。キャスターおよび高さ調整脚は、上げ床の無孔タイル上にある必要があり
ます。

❏ 構造技術者はシステムの予測重量に対する建造物の評価を行いましたか。

5.5 ネットワークの計画
❏ 表 4-1 の Ethernet 接続がユーザーのネットワークで考慮されていますか。

❏ 注文したすべてのネットワークケーブルは、設置の前に届いていますか。

❏ 構成された各ネットワークコントローラに対するネットワーク接続は、すべて注
文されていますか。

❏ 構成された各ネットワークコントローラに対する IP アドレスは、すべて割り当
てられていますか。

❏ Ethernet 接続が、ユーザーのネットワークで使用できますか。

5.6 運搬経路の計画
❏ パレット上のシステムキャビネットを輸送するための 60 インチのパレット

ジャッキは手配されていますか (詳細は、『Sun Fire 15K/12K システム開梱の手
引き』を参照)。

❏ 最終的なシステムの設置場所までの運搬経路を特定しましたか。

❏ 運搬経路は、表 1-1 で示したスペース要件を満たしていますか。

❏ 振動を減らすため、運搬経路の凸凹や彫り込みのある床の模様を覆う準備をしま
したか。

❏ 配送時にシステムを降ろすための人員は割り当てられていますか (詳細は、『Sun 
Fire 15K/12K システム開梱の手引き』を参照)。

❏ 集荷場は、標準の貨物トラックの要件を満たしていますか。トラックは、車体の
長さが 14.6 ～ 18.6 m (48 ～ 61 フィート)、幅が 2.6 m (8.5 フィート)、高さが 4.3 
m (14 フィート) のものが使用できます。

❏ 集荷場が標準の貨物トラックの要件を満たしていない場合は、フォークリフトが
配送用に準備されていますか (詳細は、『Sun Fire 15K/12K システム開梱の手引
き』を参照)。
第 5 章 サイト計画チェックリスト 5-3



❏ 梱包箱に入ったシステムを運ぶことができるリフトゲート付きのトラックは、
Sales Desk Service Liaison (sunfire15k-install@sun.com) を通して手配されてい
ますか。物理仕様については、表 1-1 を参照してください。

❏ 運搬経路は、システムの床荷重要件を満たしていますか。

❏ パレットジャッキのフォークの寸法は、出荷用梱包箱の要件を満たしています
か。詳細は、1-13 ページの 1.6 セクション「運搬経路の計画」を参照してくださ
い。

❏ エレベータおよびエレベータのドアの寸法は適切ですか (表 1-1)。

❏ エレベータの耐荷重は適切ですか (表 1-1)。

❏ 運搬経路の各傾斜路の角度は、10 度未満ですか。詳細は、『Sun Fire 15K/12K シ
ステム開梱の手引き』を参照してください。これは、304.7 cm (10 フィート) で 
30.5 cm (12 インチ) 未満の傾斜です。

❏ 上げ床の横の梱包箱の積み下ろし場所は、特定されていますか。

❏ 納入経路の上げ床が保護されていますか。

❏ システムを収容するための、納入経路のドアは十分開きますか。また、ドアの高
さは十分ですか。

5.7 設置スケジュール
❏ システムの設置日付は決定しましたか。日付 : _____________________________

❏ 出荷に関して顧客との窓口を担当するのは誰ですか。

担当者名 : __________________________________________

電話番号 : __________________________________________

メールアドレス : ____________________________________
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付録 A

電源と冷却要件、およびシステム設
定のワークシート

この付録では、このマニュアルに記載されたさまざまな表のワークシートを、実際に
使用できるように、拡大して提供します。下の表に、第 1 章、第 2 章、第 3 章、第 4 
章にあるワークシートを示します。

これらのワークシートを使用して、記録を残しておいてください。

表の番号およびページ番号

第 1 章

1-5 ページの「コンポーネントによるシステム重量のワークシート」

第 2 章

2-4 ページの「システムの電源および冷却要件のワークシート」

第 3 章

3-3 ページの「設備の電源ケーブル要件のワークシート」

第 4 章

4-6 ページの「Sun Fire 15K/12K システムのプラットフォーム名のワークシート」

4-6 ページの「内部ネットワーク用 IP ネットワークのサブネットマスクのワークシート」

4-7 ページの「I1 ネットワーク用ホスト名の IP アドレスのワークシート」

4-8 ページの「I2 ネットワーク用ホスト名の IP アドレスのワークシート」

4-8 ページの「外部ネットワーク用 IP ネットワークのサブネットマスクのワークシート」

4-9 ページの「システムコントローラ用コミュニティーホスト名の IP アドレスのワークシート」

4-9 ページの「SC 論理インタフェース用ホスト名の IP アドレスのワークシート」

4-10 ページの「ドメイン用コミュニティーホスト名の IP アドレスのワークシート」
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コンポーネントによるシステム重量のワークシート

記録日 ______________ 

システムコンポーネント 数量 単一重量 総重量 購入数 Sun Fire 15K 
システムの
予測実重量

Sun Fire 12K 
システムの
予測実重量

基本システムキャビネット 
(電源モジュール、電源センタープ
レーン、ファンバックプレーン、
ケーブル、側面パネル、キックプ
レート、EMI フィルタ、エアフィ
ルタ、FrameManager と拡張部品
/上部キャップと拡張部品など)

1 × 356.8 kg
(785.0 ポンド)

=356.8 kg
(785.0 ポンド)

356.8 kg
(785.0 ポンド)

356.8 kg
(785.0 ポンド)

ドア (正面右側、
トルクドライバを含む)

1 × 9.3 kg
(20.5 ポンド)

=9.3 kg
(20.5 ポンド)

9.3 kg
(20.5 ポンド)

9.3 kg
(20.5 ポンド)

ドア (正面左側) 1 × 13.2 kg 
(29.0 ポンド)

=13.2 kg 
(29.0 ポンド)

13.2 kg 
(29.0 ポンド)

13.2 kg 
(29.0 ポンド)

ドア (背面右側) 1 × 6.4 kg 
(14.0 ポンド)

=6.4 kg 
(14.0 ポンド)

6.4 kg 
(14.0 ポンド)

6.4 kg 
(14.0 ポンド)

ドア (背面左側) 1 × 8.0 kg 
(17.5 ポンド)

=8.0 kg 
(17.5 ポンド)

8.0 kg 
(17.5 ポンド)

8.0 kg 
(17.5 ポンド)

電源装置 6 × 19.2 kg 
(42.2 ポンド)

=115.1 kg 
(253.2 ポンド)

115.1 kg
(253.2 ポンド)

115.1 kg
(253.2 ポンド)

ファントレー 8 × 11.0 kg 
(24.0 ポンド)

=87.3 kg 
(192.0 ポンド)

87.3 kg 
(192.0 ポンド)

87.3 kg 
(192.0 ポンド)

Sun Fireplane interconnect 1× 13.7 kg 
(30.1 ポンド)

=13.7 kg 
(30.1 ポンド)

13.7 kg 
(30.1 ポンド)

13.7 kg 
(30.1 ポンド)

センタープレーンサポート
ボード

2 × 2.4 kg 
(5.2 ポンド)

=4.7 kg
(10.4 ポンド)

4.7 kg 
(10.4 ポンド)

4.7 kg 
(10.4 ポンド)

センタープレーンサポート
ボードキャリアプレート

2 × 8.6 kg 
(19.0 ポンド)

=17.3 kg 
(38.0 ポンド)

17.3 kg 
(38.0 ポンド)

17.3 kg 
(38.0 ポンド)

システムコントロールボード 2 × 6.4 kg 
(14.0 ポンド)

=12.7 kg 
(28.0 ポンド)

12.7 kg
(28.0 ポンド)

12.7 kg
(28.0 ポンド)

システムコントロール周辺装置
ボード

2 × 7.5 kg 
(16.5 ポンド)

=15.0 kg 
(33.0 ポンド)

15.0 kg 
(33.0 ポンド)

15.0 kg 
(33.0 ポンド)

拡張キャリアプレート (14) 14× 5.5 kg
(12.0 ポンド)

=76.4 kg 
(168.0 ポンド)

76.4 kg 
(168.0 ポンド)

76.4 kg 
(168.0 ポンド)

拡張キャリアプレート、中央 (4) 4 × 6.6 kg
(14.5 ポンド)

=26.4 kg 
(58.0 ポンド)

26.4 kg 
(58.0 ポンド)

26.4 kg 
(58.0 ポンド)
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拡張キャリアプレート (エアダム
付き)、中央 (4)

4 × 7.1 kg
(15.7 ポンド)

=62.8 kg 
(28.6 ポンド)

×___ =_____________
_______

_____________
_______

CPU ボード 1 × 9.3 kg 
(20.5 ポンド)

=9.3 kg
(20.5 ポンド)

×___ =_____________
_______

_____________
_______

拡張ボード 
(15K システムでは最大 18 枚)
(12K システムでは最大 9 枚)

1 × 2.7 kg 
(6.0 ポンド)

=2.7 kg
(6.0 ポンド)

×___ =_____________
_______

_____________
_______

オプション :
hsPCI-X/hsPCI+ 部品とカセット 
4 つ

1 × 8.9 kg 
(19.5 ポンド)

=8.9 kg 
(19.5 ポンド)

×___ =_____________
_______

_____________
_______

hsPCI 部品と起動ディスク 1 × 9.1 kg
(20.0 ポンド)

=9.1 kg 
(20.0 ポンド)

×___ =_____________
_______

_____________
_______

MaxCPU 1 × 5.9 kg
(13.0 ポンド)

=5.9 kg 
(13.0 ポンド)

×___ =_____________
_______

_____________
_______

CPU フィラーパネル
(12K システムでは 9 枚以上)

1 × 2.8 kg
(6.2 ポンド)

=2.8 kg 
(6.2 ポンド)

×___ =_____________
_______

_____________
_______

入出力フィラーパネル
(12K システムでは 9 枚以上)

1 × 2.0 kg
(4.5 ポンド)

=2.0 kg
(4.5 ポンド)

×___ =_____________
_______

_____________
_______

総重量

システムコンポーネント 数量 単一重量 総重量 購入数 Sun Fire 15K 
システムの
予測実重量

Sun Fire 12K 
システムの
予測実重量
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システムの電源および冷却要件のワークシート

記録日 ______________

コンポーネント システムの電力 空調

数量×電力 合計 (W) BTU/時

システム
キャビネット

基本システム システムコントロール (2) 2 × 182 364 × 3.4 = 1237.6

SC 周辺装置 (2) 2 × 103 206 × 3.4 = 700.4

ファントレー (8) 8 × 166 1328 × 3.4 = 4515.2

センタープレーンサポート (2) 2 × 18 36 × 3.4 = 122.4

Sun Fireplane (1) 1 × 204 204 × 3.4 = 693.6

拡張 拡張 (最大 18) _ ×   88 × 3.4 =

スロット 0 1950Mhz USIV+ Uniboard

1800Mhz 以下の USIV / 
UNIV+ Uniboard

USIII / USIII+ Uniboard

_ × 1148

_ × 1088

_ × 993

× 3.4 =

× 3.4 =

× 3.4 =

スロット 1 Max CPU (最大 17) _ × 357 × 3.4 =

hsPCI-X/hsPCI+ (最大 18) _ ×   94 × 3.4 =

入出力アダプタ PCI (最大 72) _ ×   24 × 3.4 =

HDD (最大 36) _ × 40 × 3.4 =

      合計 ____ _____
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設備の電源ケーブル要件のワークシート

記録日 ______________

* 使用しているシステム構成に必要な電源コードの正確な数を決める際には、ご購入先の技術者に電
源コードの数量についてお問い合わせください。

フレームの種類 キャビネットの
数

極の数 コード
の数 *

単相 3 相

システムキャビネット (単相) ____ × 2 × __ = ____ なし

必要な極の合計数
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Sun Fire 15K/12K システムのプラットフォーム名のワークシート

記録日 ______________

プラットフォーム名
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内部ネットワーク用 IP ネットワークのサブネットマスクの
ワークシート

記録日 ______________

ネットワーク IP ネットワーク サブネットマスク

I1 255.255.255.224

I2 255.255.255.252
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I1 ネットワーク用ホスト名の IP アドレスのワークシート

記録日 ______________

I1 ネットワーク

インタフェース ホスト名 IP アドレス

システム制御ボード (SC-I1) platform-sc-i1

ドメイン A (DA-I1) platform-a

ドメイン B (DB-I1) platform-b

ドメイン C (DC-I1) platform-c

ドメイン D (DD-I1) platform-d

ドメイン E (DE-I1) platform-e

ドメイン F (DF-I1) platform-f

ドメイン G (DG-I1) platform-g

ドメイン H (DH-I1) platform-h

ドメイン I (DI-I1) platform-i

ドメイン J (DJ-I1) platform-j

ドメイン K (DK-I1) platform-k

ドメイン L (DL-I1) platform-l

ドメイン M (DM-I1) platform-m

ドメイン N (DN-I1) platform-n

ドメイン O (DO-I1) platform-o

ドメイン P (DP-I1) platform-p

ドメイン Q (DQ-I1) platform-q

ドメイン R (DR-I1) platform-r
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I2 ネットワーク用ホスト名の IP アドレスのワークシート

記録日 ______________

インタフェース ホスト名 IP アドレス

SC0-I2 platform-sc0-i2

SC1-I2 platform-sc1-i2
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外部ネットワーク用 IP ネットワークのサブネットマスクの
ワークシート

記録日 ______________

ユーザーコミュニティー
ネットワーク

IP ネットワーク サブネットマスク

コミュニティー A

コミュニティー B
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システムコントローラ用コミュニティーホスト名の IP アドレスの
ワークシート

記録日 ______________

Cx ネットワーク

インタフェース ユーザーコミュニティー IP アドレス

システムコントローラ 0、Ethernet

システムコントローラ 0、Ext Ethernet

システムコントローラ 1、Ethernet

システムコントローラ 1、Ext Ethernet
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SC 論理インタフェース用ホスト名の IP アドレスのワークシート

記録日 ______________

ユーザーコミュニ
ティー

論理ホスト名 論理 IP アドレス SC0 パス
グループの
IP アドレス

SC1 パス
グループの
IP アドレス

ユーザーコミュニ
ティー A

ユーザーコミュニ
ティー B
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ドメイン用コミュニティーホスト名の IP アドレスのワークシート

記録日 ______________

Cx ネットワーク

インタフェース ユーザーコミュニティー ホスト名 IP アドレス

ドメイン A (DA-Cx)

ドメイン B (DB-Cx)

ドメイン C (DC-Cx)

ドメイン D (DD-Cx)

ドメイン E (DE-Cx)

ドメイン F (DF-Cx)

ドメイン G (DG-Cx)

ドメイン H (DH-Cx)

ドメイン I (DI-Cx)

ドメイン J (DJ-Cx)

ドメイン K (DK-Cx)

ドメイン L (DL-Cx)

ドメイン M (DM-Cx)

ドメイン N (DN-Cx)

ドメイン O (DO-Cx)

ドメイン P (DP-Cx)

ドメイン Q (DQ-Cx)

ドメイン R (DR-Cx)
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付録 B

規制条件
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Regulatory Compliance Statements
Sun の製品には、次の適合規制条件のクラスが明記されています。

• 米連邦通信委員会 (FCC) — アメリカ合衆国

• カナダ政府通産省デジタル機器工業規格 (ICES-003) — カナダ

• 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) — 日本

• 台湾経済部標準検験局 (BSMI) — 台湾

本装置を設置する前に、装置に記載されているマークに従って、該当する節をよくお読みください。

FCC Class A Notice
This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two conditions:

1. This device may not cause harmful interference.
2. This device must accept any interference received, including interference that may cause undesired operation.

Note: This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, pursuant to Part 15 of 
the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the equipment 
is operated in a commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency energy, and if it is 
not installed and used in accordance with the instruction manual, it may cause harmful interference to radio communications. 
Operation of this equipment in a residential area is likely to cause harmful interference, in which case the user will be required 
to correct the interference at his own expense.

Shielded Cables: Connections between the workstation and peripherals must be made using shielded cables to comply with 
FCC radio frequency emission limits. Networking connections can be made using unshielded twisted-pair (UTP) cables.

Modifications: Any modifications made to this device that are not approved by Sun Microsystems, Inc. may void the 
authority granted to the user by the FCC to operate this equipment.

ICES-003 Class A Notice - Avis NMB-003, Classe A
This Class A digital apparatus complies with Canadian ICES-003.

Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme NMB-003 du Canada.
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BSMI Class A Notice
The following statement is applicable to products shipped to Taiwan and marked as Class A on the product compliance
label.
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安全のための注意事項

作業を開始する前に、このセクションを必ずお読みください。以下では、Sun 
Microsystems, Inc. の製品を安全に取り扱っていただくための注意事項について説明
しています。

取り扱いの注意

システムを設置する場合には、次のことに注意してください。

■ 装置上に記載されている注意事項や取り扱い方法に従ってください。
■ ご使用の電源の電圧や周波数が、装置の電気定格表示と一致していることを確認

してください。
■ 装置の開口部に物を差し込まないでください。内部は高電圧になります。金属な

ど導体を入れるとショートして、発火、感電、装置の損傷の原因となることがあ
ります。

記号について

このマニュアルでは、以下の記号を使用しています。

注意 – 事故や装置故障が発生する危険性が
あります。指示に従ってください。

注意 – 表面は高温です。触れないでくださ
い。火傷をする危険性があります。

注意 – 高電圧です。感電や怪我を防ぐた
め、説明に従ってください。
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装置の電源スイッチの種類に応じて、以下のいずれかの記号を使用しています。

装置の改造

装置に対して機械的または電気的な改造をしないでください。Sun Microsystems, 
Inc. は、改造された Sun 製品に対して一切の責任を負いません。

Sun 製品の設置場所

SELV 対応

I/O 接続の安全状態は、SELV (Safety Extra Low Voltage) の条件を満たしています。

オン – システムに AC 電源を供給します

オフ - システムへの AC 電源の供給を停止
します。

スタンバイ – システムはスタンバイモード
になっています。

注意 – Sun 製品の開口部を塞いだり覆った
りしないでください。また、Sun 製品の近
くに放熱機器を置かないでください。この
ガイドラインに従わないと、Sun 製品が過
熱し、信頼性が損われる可能性がありま
す。

注意 – 通常動作時の騒音の水準は、
70DB(A) 未満です。過熱状態での騒音の水
準は、70DB(A) を超える場合があります。
一時的にエクスポージャーを制限してくだ
さい。
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電源コードの接続

次の警告は、スタンバイ電源スイッチのある装置にのみ適用されます。

注意 – Sun の製品は、中性線または線対線
接続を使用する設計になっています。それ
以外の電源に Sun 製品を接続すると、感電
や故障の原因になります。建物に供給され
ている電力の種類がわからない場合は、施
設の管理者または有資格の技術者に問い合
わせてください。

注意 – 必ずしもすべての電源コードの定格
電流が同じではありません。家庭用の延長
コードには過負荷保護がないため、コン
ピュータ用として使用できません。家庭用
延長コードを Sun 製品に接続しないでくだ
さい。

注意 – Sun 製品は、アース付き (3 線式) の
電源コードを使用しています。アースした
コンセントに電源コードを接続してくださ
い。この警告を守らないと、感電する危険
性があります。

注意 – この製品の電源スイッチは、スタン
バイ型の装置としてのみ機能します。シス
テムの電源を完全に切るためには、電源プ
ラグを抜いてください。設置場所の近くの
アースされた電源コンセントに電源プラグ
を差し込んでください。システムシャーシ
から電源装置が取り外された状態で、電源
コードを接続しないでください。
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リチウム電池

レーザー規定適合について

Sun 製品は、レーザー規定クラス 1 に準拠するレーザー技術を使用しています。

CD-ROM/DVD-ROM

注意 – Sun の CPU ボード上にあるリアル
タイムクロック (SGS No. MK48T59Y、
MK48TXXB-XX、MK48T18-XXXPCZ、
M48T59W-XXXPCZ、または MK48T08) に
は、リチウム電池が埋め込まれています。
ユーザー自身でこのリチウム電池を交換す
ることはできません。誤った処置をすると
爆発する危険性があります。電池を火の中
に投入しないでください。電池の分解やシ
ステム外での充電はしないでください。

注意 – このマニュアルに記載されていない
操作を行うと、有害な電波や光線が漏れる
可能性があります。

Class 1 Laser Product
Luokan 1 Laserlaite

Klasse 1 Laser Apparat
Laser KLasse 1
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GOST-R Certification Mark
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